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稚内市立図書館が大黒地区に移転オープンしてから２０
年を記念して、７月４日に本棚のリニューアルオープンを
します。

その先行として、ＹＡコーナーに大学案内などの「進学
コーナー」と仕事の本がズラリと並ぶ「仕事コーナー」を
新設しました。
その他にも、過去５年以内に出版された新しい本の中か

ら、中高校生のみなさんが楽しめる本や話題の本など図書
館司書がおススメする本を取りそろえています。

ぜひ一度、お立ち寄りください。

YA

▶

図書館では、職業体験やインターンシップを
受け付けています。
貸出返却などのカウンター業務や、本にブッ

クコートをかける装備作業などの体験ができま
す。

「新13歳のハローワーク」
村上龍／著 はまのゆか／著
東京：幻冬舎

全ての13歳は無限の可能性を持っている！
大ベストセラーを大幅改訂。
好きな教科の扉をあけると、胸がときめく職業図鑑が広がる。
子どもたちが現代をサバイバルするための、仕事の大百科。

職業というのは、単にお金を稼ぐ手段ではありません。
その仕事をすることで、生きていくために必用な充実感、

人間としての誇り、そして仲間や友人を得ることができま
す。
職業は、その人と社会・世界をつなぐ

窓のようなものであり、大切な架け橋のようなものです。
――村上龍



2023年青少年読書感想文全国コンクールの課題図書が発表されました。
本の専門家の先生方が、新しく出版されたたくさんの本の中から、年齢に合わせて、多くの感動を得られたり新た
な知識を得られたりする本を、フィクション、ノンフィクション、外国作品などから選んだものです。
ぜひ読んでみてください。

スクラッチ アップステージ
シャイなわたしが舞台に立つ
まで

人がつくった川・荒川
水害からいのちを守り、暮ら
しを豊かにする

歌代朔／作
あかね書房
2022年6月
913ウ

ダイアナ・ハーモン・
アシャー／作
武富博子／訳
評論社
2022年8月
933ア

長谷川敦／著
旬報社
2022年8月

コロナ禍で黒く塗りつぶされた夏。
その中でもがきながら自分たちらしい生き方
を掴み取る中学生たちの“爪痕”を描く物語。

目立つことが大きらいなシーラが、学校
ミュージカルの舞台に?!
幕が上がるまでの日々を描く、ユーモアいっ
ぱいの物語。

江戸をつくったのは家康じゃなく荒川だっ
た? 地球温暖化で川が大ピンチ!? 
面白くてスイスイ読める、川と人をめぐるノン
フィクション。

ラブカは静かに弓を持つ タガヤセ！日本
「農水省の白石さん」が農業
の魅力教えます

昆虫の惑星
虫たちは今日も地球を回す

安壇美緒／著
集英社
2022年5月
913.6ア

白石優生／著
河出書房新社
2022年7月
612シ

アンヌ・スヴェルト
ルップ＝ティーゲソ
ン 著
小林玲子訳
辰巳出版
2022年4月
486.0ス

孤独な青年・橘は、上司からの命令で音楽
教室に潜入調査へ。チェロ講師・浅葉の生
徒となるが、やがて彼の演奏に魅了され
……。

農業ってこんなに面白い！ 最新の農業から、
実はスゴい日本の農作物のこと、さらには日
本の農業の未来までを語る１冊。

ヒトは、多くを昆虫に依存している――。北欧
の女性昆虫学者が、奇妙で美しく風変わり
な虫たちの世界へ誘うノンフィクション。



フランス出身
1596年3月31日－1650年2月11日
フランス生まれの哲学者、数学者。合理主義哲学
の祖であり、近世哲学の祖として知られる。

石井郁男／著
あすなろ書房
2016年2月

プラトンの「イデア論」、デカルトの「方法序
説」、ヘーゲルの「弁証法の哲学」、マルクス
の「史的唯物論」…。14人の哲学者の人生をた
どりながら、その思想を学ぶ哲学入門書。

発行：稚内市立図書館 ☎0162-23-3874
稚内市大黒4丁目1番1号
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ヤングアダルト（Ｙｏｕｎｇ Ａｄｕｌｔ）とは、主に中学
生・高校生を中心とした１０代の人を指す言葉で
す。略してＹＡと言います。
子どもの本では物足りないけど、大人の本ではま
だ難しすぎる・・・そんな人のために図書館には
ＹＡコーナーがあります。
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「昆虫の惑星 虫たちは今日も地球を回す」
アンヌ・スヴェルトルップ=ティーゲソン／著 小林玲子／訳
辰巳出版株式会社 2022年4月

【内容】
子煩悩なハサミムシ、乾いて休眠
するネムリユスリカ、水中で音楽を
奏でるミズムシ…。ノルウェーの女
性昆虫学者が、奇妙で美しく風変
わりな虫たちについて語る。ヒトと
昆虫の関わりもとりあげる。

【感想】
課題図書は大人が読んでもおもしろのです。読まないなんて、もっ
たいないと本気で思います。
働きアリは全部メスで同じ母を持つ姉妹と思うと感慨深いですし、
なんといってもミツバチの交尾のくだり。オスのハチにとって交尾は
最後の仕事。射精の勢いで生殖器は裂け、腹から剥がれ落ちてし
まうとのことです。男性の死に様は壮絶です。

よき書物を読むことは、
過去の最もすぐれた人たちと
会話を交わすようなものである

ルネ・デカルト


